
警戒種 ヒロハフウリンホオズキ
-大豆畑への侵入が危惧される雑草-
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形態・特徴

熱帯アメリカ原産の一年生帰化植物。
茎はよく分岐して、高さ80cmほどにな
り、稜があって通常柔らかい毛が散生
する。葉は先の尖った卵形で鋸歯があ
り、柄があって互生する。花は､直径約
1cm、五角形、杯形で基部は濃紫色、
上部は淡黄色で葉腋に1個着生する。
果実は緑色のホオズキ状の萼に包ま
れた直径約1.5cmで球形の液果で1個
の果実に約150-200個の種子を含む。
１株あたり4,500-78,000個の種子を作
る。萼に包まれた果実は水に浮くた
め、水系による拡散にも注意する。

防除のポイント

畦畔および畦畔際の日が良く当たる場所に生育した個体は大量の種子を生産するの
で、畦畔では結実前に刈り払いや効果のある除草剤、畦畔際では刈り払いや手取りで
防除する。

水稲との田畑輪換でも埋土種子は減らない。乾田直播栽培では乾田期に発生した個
体は入水後も死滅せずに生育する。

同定のカギ

・葉は先の尖
った鋸歯があ
る卵形

・花は淡黄色､
果実は液果で
緑色のホオズ
キ状の萼に包
まれる。

雑草害

発生密度が1本/m2以下と低い場合でも、個体サイズが大きいため収穫物の汚粒の
原因や収穫作業の障害となる。暖地の大豆作における必要除草期間は播種後3-4週
間程度である。
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ダイズを覆い尽くすヒロハフウリンホオズキ

果実からまとまって発生し
たヒロハフウリンホオズキ

ヒロハフウリンホオズキの幼植物

ヒロハフウリンホオズキのまん延圃場

ヒロハフウリンホオズキの果実

お問い合わせ
農研機構
植物防疫研究部門
雑草防除研究領域
029-838-8421（広報）
九州沖縄農業研究センター
暖地水田輪作研究領域
0942-52-3101(代)

発生生態

ほぼ全国で分布が確認されており､温暖地
以南において畑雑草として問題となる。出
芽は、4月から10月ぐらいまで長期にわた
り、大豆の生育が不良となると除草剤によ
る防除が行われた後に出芽したものも問題
となる。しばしば果実からまとまって発生し、
除草剤の防除効果が減ずることがある。開
花は短日で促進され、9月以降に出芽したも
のは、植物体が小さくても開花・結実する場
合がある。



警戒種大豆畑での防除方法
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発生期間が長いの
で、大豆播種時と
生育期の体系的な
防除を基本とする。
土壌処理剤ではリ
ニュロンを含有する
除草剤、茎葉処理
剤ではフルチアセッ
トメチル乳剤および
リニュロン水和剤、
非選択性除草剤で
はグルホシネート
液剤やグルホシネ
ートPナトリウム塩
液剤の効果が高
い。

リニュロン水和剤や
非選択性除草剤
は、大豆茎葉に接
触すると薬害が生
ずるので、畦間・株
間処理あるいは畦
間処理で防除す
る。

また、ベンタゾン液
剤の効果は低い。

除草剤情報（生育期に処理する除草剤）

大豆播種前､大豆出芽前､畦間処理ではこのほかにも効果のある除草剤があります。

※除草剤の使用にあたっては、ラベルをよく読み、よく理解した上で使用方法を遵守してください。
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除草剤 薬量 処理方法・時期
フルチアセットメチル乳剤
(アタックショット乳剤)

30-50mL/10a だいず２～４葉期、全面散布

リニュロン水和剤
(ロロックス水和剤)

100-200g/10a 畦間・株間処理、収穫30日前まで

グルホシネート液剤
(バスタ液剤)

300-500mL/10a 畦間・株間処理、収穫28日前まで

グルホシネートPナトリウ
ム塩液剤(ザクサ液剤)

300-500mL/10a 畦間処理、収穫28日前まで

耕種的防除
大豆播種前に発生
したものは､耕起に
よって確実に埋没さ
せる。生育が進んで
いて完全な埋没が
難しいようであれば
効果のある非選択
性除草剤を耕起前
に使用する。

機械的防除
中耕・培土によって
条間のヒロハフウリ
ンホオズキを防除で
きる。株間の防除効
果は十分ではない
ので、他の防除法を
組み合わせる。

化学的防除
有効な土壌処理剤
と茎葉処理剤の組
み合わせによる体
系処理。ベンタゾン
液剤（大豆バサグラ
ン液剤）の効果は低
い。

大豆作付け前に発生したヒ
ロハフウリンホオズキ

中耕･培土後に大豆株際に残存
したヒロハフウリンホオズキ

畦間・株間処理による防除

※本パンフレットは、農林水産省委託プロジェクト研究「収益力向上のための研究開発」の成果に基づ
いて作成されました。
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		除草剤		薬量		処理方法・時期

		フルチアセットメチル乳剤
(アタックショット乳剤) ニュウザイ ニュウザイ		30-50mL/10a		だいず２～４葉期、全面散布 ゼンメン サンプ

		リニュロン水和剤
(ロロックス水和剤) スイワザイ		100-200g/10a		畦間・株間処理、収穫30日前まで

		グルホシネート液剤
(バスタ液剤) エキザイ		300-500mL/10a		畦間・株間処理、収穫28日前まで

		グルホシネートPナトリウム塩液剤(ザクサ液剤) エキザイ		300-500mL/10a		畦間処理、収穫28日前まで






	スライド番号 1
	スライド番号 2

